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平成２９年度当初予算案における主要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部 局 名   

危 機 管 理 防 災 部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

 【一般会計】 

区分 平成２９年度 平成２８年度 伸び率 

予算総額 ５，１７３，８９６千円 ６,３０９,８０５千円 △１８.０％ 

一般会計構成比         ０.３%         ０.３%    － 

 

  【災害救助事業特別会計】 

予算総額 ４１７,８６５千円 ４１８,０７６千円  △０.１％
   

 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 

  

 大地震など危機への備えの強化 

 （１）地域防災力の強化 

  Ｐ １    減災に向けた自助と共助の推進事業【危機管理課】    ２１,３８２ 

  Ｐ ２ 新規 地域防災力強化事業【危機管理課】              ２３,１５０ 

  Ｐ ３       「大地震で生き残る」防災学習拠点事業【危機管理課】 ５３７,８２６ 

  

 （２）危機や災害に強い体制づくり 

  Ｐ ４    地上系防災行政無線の再整備【消防防災課】    １，０６７,５８１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－総括１－ 



 

 

 

減災に向けた自助と共助の推進事業  

 

                             担当 危機管理課 

                                              震災予防・復興支援担当 

                            内線  ８１４１ 

 

１ 目的 

首都直下地震の発生が懸念される中、県民の自助の取組を促進するとともに、

自主防災組織の共助の取組を強化し、災害時の被害の軽減を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）イツモ防災(自助の取組強化)事業     １２，４４８千円 

  防災を楽しく学べる「イツモ防災」のさらなる普及

拡大を目指し、企業と連携したＰＲイベント等を開催

する。 

    また、新たに小学生向けの教材を開発し、子供達が 

   自分の命を守る防災教育を推進する。 

 

 

 

 

 

（２）共助の担い手育成事業           ８，９３４千円 

       地域防災の要である自主防災組織のリーダー養成に必要な講師を育成する。 

    また、特に優れた活動を行う自主防災組織を表彰し、その取組を県内に広く 

   発信する。 

        
   【指導内容】 
     自主防災組織の意義と役割、家庭で備える防災知識（イツモ防災講座）、災害図上訓練 

     （ＤＩＧ）、応急救護手当訓練、防災気象情報の活用 等 

 

３ 平成２９年度予算額   ２１，３８２千円 

 

－１－ 

家庭で備える自助の取組を 

まとめたリーフレット 

「イツモ防災」とは 

 日本で暮らすことは地震とともに生きること。地震への備え

を「特別なこと(モシモ)」でなく、「イツモ」の生活の中で当た

り前に自然体で取り組む発想を県が広めていく。 



 

新規 

地域防災力強化事業  

 

                      担当 危機管理課 

                                              震災予防・復興支援担当 

                            内線  ８１４１ 

 

１ 目的 

 自主防災組織の育成に積極的に取り組む市町村をサポートすることにより、県

全体の地域防災力の向上を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）先導モデル事業への支援等            １３，１５０千円 

   防災マップ作りコンテストなど先進的な取組を行う市町村を支援し、自主防 

  災組織の活動モデルを構築する。さらに、事業成果を広く情報提供し、他の市 

  町村の積極的な取組を促す。 

   また、マンションの防災対策などを盛り込んだ啓発資料を作成し、市町村に 

  提供することで、自主防災組織の活性化に活用してもらう。 

 

（２）自主防災組織の設立への支援           １０，０００千円 

   自主防災組織の設立を促すため、活動に必要な資機材整備費の一部を市町村 

  に助成する。 

 

３ 平成２９年度予算額   ２３，１５０千円 

 

－２－ 

 

防災マップの例 

（航空写真に避難所や防災倉庫などを表記） 
マンションの防災対策 

 



 

 

 
「大地震で生き残る」防災学習拠点事業  

 

                        担当 危機管理課 
                                                   震災予防・復興支援担当 
                             内線 ８１４３     
 

１ 目的 

埼玉県防災学習センターは、開館から

２０年以上経過し、展示機器等が老朽化

したため、本県の防災学習拠点にふさわ

しいものとなるようリニューアルする。 

 
 

２ 事業内容 

  埼玉県防災学習センターの展示フロア改修及び設備改修を行う。 

 

 

 

平成30年3月リニューアルオープン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 平成２９年度予算額             ５３７，８２６千円 

 

－３－ 

埼玉県防災学習センター 

平成２８年度 平成２９年度

展示フロア・設備 設計 改修

資源
モノ

「スイッチング・シアター」
「悲しみ」「喪失感」へ思いを馳せ、
日常生活から防災を考える意識に切り替える

「埼玉防災絵巻」
遊びの要素を取り入れて、日頃の備えを中心に楽しく学ぶ

｢防災ライブラリ｣：防災関連情報の充実
｢ライブ・ラボ｣：企画展等へ柔軟に対応

主な展示施設 （イメージ）



 

 

地上系防災行政無線の再整備  

 

担当 消防防災課 

   防災情報無線担当 

内線 ３１７７ 

 

１ 目的 

  大規模災害時等における情報収集・伝達手段の確保を目的に整備、運用してい

る地上系防災行政無線システムが老朽化したため、再整備を行う。 

 

 

２ 事業内容 

 （１）事業期間  

平成２９年度～平成３２年度 

 

 （２）総事業費 

    ８，２５４百万円  

 

 （３）再整備の概要         

・整備対象 

県庁、県地域機関、市町村等 

     全２４２か所  

 

    ・スケジュール 

    

 

 

 

 

 

 （４）平成２９年度事業 

   ・地上系防災行政無線再整備工事（県庁～中継局間） 

    

 

３ 平成２９年度予算額   １，０６７，５８１千円 

 

 

 

 

－４－ 

  
H28 年度 H29 年度 H30 年度 H31 年度 H32 年度 

設 計 

 

        

工 事 
  

  
      

地上系防災行政無線概念図 

県庁統制局 

中継局 

県地域機関 

市町村 

防災関係機関 


